
様式10-1  

（　令和7）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　　　   　　（京都市醍醐）児　童　館

活動名 実施回数 内　　　　　　　　　　　　　　　容 成　果　と　課　題
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

（２）遊びの教室活動
工作 12 27 446 16 111 600 工作を毎月計画し、実施。

プラ板、カレンダ－、ポンポンキャッチなど
遊びDay（毎月） 12 毎月１回設定し、おおなわ　ボールを使った遊び等
しまつの心楽考 1 2 36 11 3 52 醍醐エコまちステーション
環境学習会 1 25 5 2 32 醍醐エコまちステーション（ゴミ収集方法の変遷）
（３）行事活動
児童館探検 1 1 39 12 52 新一年生に児童館でのルール等を上の学年が教える
体力測定 2 2 68 1 16 87 握力，反復横とび等の測定
遠足 1 26 9 18 3 8 64 愛知県名古屋港水族館へ　３年生にバスレクを担当してもらう

お兄さんお姉さんと一緒 1 12 30 5 10 57 乳幼児と学童との交流活動 上級生会議がとても活かされている
ビーズブレスレット作り 1 4 4 6 2 3 4 2 25 少年補導の協力での活動 地域の方と触れ合う良い機会となっている

おいもパーティー 1 2 37 4 6 2 51 自分達で育てたおいもを掘りパーティーをする
クリスマスお楽しみ会 1 4 34 3 10 51 上級生委員会が中心となり、企画・進行をする

出前講座（食品ロス） 1 29 7 11 4 51
京都府諸費生活安全センターより大学生ボランティアを
派遣してもらい出前授業をしてもらう

安全指導　防犯・衛生・交通安全 6 6 170 46 3 225 安全面や衛生面など日常生活での大切なことを学ぶ
避難訓練(消防署員による） 1 1 34 8 4 47 醍醐消防分署員による消火訓練
避難訓練 毎月 2 5 399 2 85 6 499 地震・火事・不審者を想定した館独自の訓練 自分の身は自分で守る訓練

中高生さん寄ってこか 2 21 21
中学校に許可を得て、帰り道に児童館によってもらい
小学生や職員との交流事業を行っている

学童クラブ出身の子たちが来てくれることが多く漫画を見てくつろ
いだり、卓球をして遊んでいて居場所づくりにもなってきている

中高生と赤ちゃんの交流 2 21 21 中高生世代を対象に妊婦体験や子育て体験の機会を設けている
だいごde　まなぶくん 12 410 95 12 517 学生ボランティアの先生と一緒に学習や遊び活動を行う

菜園活動 毎週3回 1150 1150 玉ねぎ・サツマイモ・花の世話

（４）クラブ活動
縄跳びｸﾗﾌﾞ　毎月・木曜日 毎週2回 12 1916 8 461 2397 児童館前の広場で練習を積み重ねている
一輪車ｸﾗﾌﾞ　毎火曜日 毎週１回 883 178 1061 児童館前の広場で練習を積み重ねている

（５）地域間交流促進活動

醍醐児童館こども運営委員会 1 4 5 9 上級生委員会で実施した行事の報告や計画案を発表する場 児童館職員以外の外部の大人に向けて自分たちで考えた言葉で報告
をしたりする貴重な経験となっている

地域内事業所　福祉施設 4 21 3 24 福祉施設に季節ごとの壁面を作成してプレゼント
地域内事業所　ゆうちょ銀行 2 59 13 72 ゆうちょ銀行とコラボして夏のお便りや壁面を作成
醍醐中学校生き方探究チャレンジ体験 ４日間 8 8 醍醐中学校よりチャレンジ体験に来ている

＊注　基本活動は，指針に基づき(２)遊びの教室活動(３)行事活動(４)クラブ活動(５)地域間交流促進活動(６)障害のある児童の居場所づくりと活動への参加促進(７)思春期児童の活動支援に分類して記入すること。
　　　推進活動は，指針に基づき(９)地域を知る活動(１０)移動児童館活動に分類して記入すること。
　　　指定活動は，指定児童館のみ別途報告すること。
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合　　　　計 0 0

子ども育成機能　合　計 18 92 5805

参　　　　加　　　　人　　　　数

乳幼児
小１～３年 小４～６年

中高生 大人
ボランティア

合計

身近な材料を使ったエコ工作や季節にあった
工作を行った。学校が早く終わる日に工作日
を設けることで一般来館の子どもたちも利用
しやすいようだ。

合　　　　計 18 92 5805 54 1078 52 57 0 11 6 7173

54 1078 52 57

0 0 0 0

0 11 6 7173

00 00



（令和7）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　  (京都市醍醐）児　童　館

活動名 実施回数
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

※

（1）乳幼児とその保護者を
対象とする活動

①乳幼児クラブ活動
幼児クラブ 0 年度によって対象
（うりんこクラブ） 17 45 45

②乳幼児の広場活動
まめっこ広場 毎火曜日 133 125 258
まめっこ茶屋 毎日 159 150 309
まめっこカフェ 毎日 167 158 325

まめっこプチイベント 月２回
まめっこdeカフェ 1 4 3 7 乳幼児と保護者と職員を交えてカフェをする

まめっこシャボン玉あそび 1 5 5 10 乳幼児と保護者向けの遊び

まめっこ工作 1 4 4 8 乳幼児と保護者向けの工作

まめっこ先生とあそぼ 1 2 2 4 乳幼児と保護者向けの遊び

まめっこママさんストレッチ 1 4 4 8 保護者向けのリフレッシュ企画

まめっこ感触あそび 1 1 1 2 乳幼児と保護者向けの感触あそび

まめっこ七夕さま 1 5 4 9 乳幼児と保護者向けの季節工作・七夕遊び

まめっこ秋の収穫ごっこ 1 6 6 12 乳幼児と保護者向けの季節遊び

まめっこママさんズンバ 1 2 7 9 保護者向けのリフレッシュ企画

まめっこ風船あそび 1 6 6 12 乳幼児と保護者向けの感触あそび

まめっこ消防車見学 1 7 7 14 醍醐消防出張所での消防車見学

まめっこハンドメイド 1 7 8 15 保護者向けの季節工作

まめっこクリスマス会 1 10 10 20 乳幼児と保護者向けのクリスマス会

まめっこ先生とあそぼ 1 2 2 4 乳幼児と保護者向けの季節あそび

まめっこおもちゃ作り 1 3 4 7 乳幼児と保護者向けの季節工作

もぐもぐいちご体験 1 11 11 22 農園さんに出張できてもらい、親子でいちご狩りを体験し、摘みたてのいちごを味わう　

まめっこベビーイングリッシュ 1 10 10 20 乳幼児と保護者向けの遊び

まめっこピラティス 1 6 6 12 保護者むけのリフレッシュ企画

だいごで秋をみぃつけた！ 1 6 6 12 秋まつり　ＳＴ事業

お兄さんお姉さんと一緒 1 12 10 22 ST事業　乳幼児と学童との交流活動
上級生会議がとても活かされている

児童館にて直接受理 23 健全育成問題 児童相談所
2 児童相談所 家庭養育問題 保健所

保健所 成長･発達問題 子ども支援センター
(3)子育て家庭相談・援助 18 子ども支援センター 教育問題 幼稚園･保育園
   活動 主任児童委員 非行･問題行動 小学校

3 その他 その他 中学校
総合支援学校

高校生 不登校 その他

まめっこ茶屋 和気藹々とお弁当を食べながら、日頃の メンバーを特に固定することなく気楽に

(4)子育てグループを育成 子育ての情報交換や悩み、アドバイスを 参加できるようにすることにより、いろ

   ・支援する活動 まめっこカフェ 不特定多数

(5)子育てと健全育成に関
   する啓発活動

※注　基本活動は，指針に基づき(1)乳幼児とその保護者を対象とする活動[①乳幼児クラブ活動　②乳幼児の広場活動]（２）家族参加を促す活動に分類して記入すること。

不特定多数

交流する自主活動 いろな方が参加している。

グループ名 構成人数 活　動　内　容 育成・支援内容 成果と課題

－
26

－

推
進
活
動

活動名 実施回数 活　　動　　内　　容 成　果　と　課　題

乳児
幼児

－件数　計

小１～３年（学童）

小４～６年（自由来館）

小４～６年（学童）

中学生

子どもの年齢 件数 受　理　及　び　相　談　経　路 件数 相　談　内　容

内　　　　　　　　　　　　　　　容 成　果　と　課　題
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登録制 ５月入会式から３月修了式まで季節に合わせた

参加費無料にしている

合　　　　計 617 0 0 0 0 1121

乳幼児期に大切な遊びが支援できるよう行っている

小１～３年（自由来館）

参　　　　加　　　　人　　　　数

乳幼児
小１～３年 小４～６年

中高生 大人
ボランティア

合計

乳幼児の人数に
変化がある

上記行事の他、保護者同士の育児情報の交換を行う。

行事を各月に実施。11月の基幹STやまめっこのイベントの
時には

保護者同士が決めた日やまめっこプチイベントのあ
と、お弁当を持ち寄り食べながらおしゃべりをする
会

前半自由遊び後半職員による手遊び等 人気のある事業
遊んだ後の昼食場所を提供する  少し停滞気味
お茶やコーヒーを飲みながら楽しくおしゃべりをする

0 594 0

件数 つないだ機関等 件数



（　令和7）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　  　  　　（　京都市醍醐　）児　童　館

自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ

ビーズブレスレットづくり 1回 児童館 4 4 6 2 3 6 25 学区少年補導 地域色を織り込んだ事業

醍醐学区社会福祉協議会役員会 2回 学区社協 学区社協 社協の役員会に出席し地元との

活動の共通意識を確認する。

醍醐小学校ＰＴＡ・学区社協 夏まつりの打ち合わせ

菜園活動　サツマイモづくり 週３回 児童館 1150 6 1156 地域住民
　　　　　おいもほり 1回 児童館 8 8

醍醐学区基幹ｽﾃｰｼｮﾝ会議 2回 児童館 12 12 基幹ステーションイベント

・醍醐で秋をみぃつけた

・お兄さんお姉さんと一緒

中高生 大学生 大　人 合　計

4 4
読み聞かせボランティア

醍醐社会福祉協議会 地域の各種団体・学校の主催する行事への参加・協力
醍醐自治連合会 ・地域社会福祉大会／敬寿会出席
少年補導委員会醍醐支部 ・学校儀式参列
少年補導委員会北醍醐支部 ・地域／学校の運動会・参観日等の行事出席
醍醐中学校 ・学校運営協議会企画委員としての会合出席
醍醐・北醍醐小学校 ・地域少年補導団体行事
子ども見守り隊 ・児童の生活安全確保協力
醍醐寺 ・寺院／神社の祭礼に参加
長尾天満宮 ほか
京都市辰巳保育所
醍醐保育園・端山の丘こども園

地域の中の児童館であり，地域の支援なしには活動できない。しかし会
合の多くが休日に多いため出席は主に館長のみという場合がある。イベ
ントなどには、職員も参加する機会があり地域とのつながりを今後も大
切にしていきたいと思っている。

(3)地域との連携を
　促進する活動

乳幼児イベントが始まる前に、季節の絵本や導入になるような絵本を読んでいた

合　計
0 0 4 4

2 3 0 24 1201

大人 合　計

連　　携　　団　　体　　等 連　　　　　携　　　　　内　　　　　容

(1)地域住民との交
　流を促進する活動

成　　　果　　　と　　　課　　　題

(2)ボランティア
　　活動の推進

地域住民にイモの苗の植え方を指導して
もらい、自分たちで育てたイモを収穫し,
食べ物に対する関心を高める

合　　　　計 12 －
4 4 1164

中高生
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活　　動　　名 実施回数

各関係機関と一丸となって
地域子育て家庭を見守る

参　加　人　数

活　　動　　内　　容
活　　動　　人　　数

成　　　果　　　と　　　課　　　題

連携団体 成果と課題
乳幼児

小１～３年

民生児童委員
運営委員会
醍醐保育園
端山の丘こども園

主　　催 小４～６年



（　令和7）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　 　 　　（　京都市醍醐　）児　童　館

京都市醍醐児童館運営委員会 醍醐学区社会福祉協議会会長 定例：年間３回 年間行事報告と計画審議
醍醐自治町内会連合会長 　　　予算員会１回 年間決算報告と予算審議 子育て支援ステーション事業
山科少年補導委員会・醍醐支部長 臨時：必要に応じ、開催 年間利用児童／保護者の現状

(4)児童館を支える地域 山科少年補導委員会・北醍醐支部長 学童クラブ登録者選考について
   組織作り 醍醐民生児童委員会主任児童委員

醍醐小学校PTA会長
北醍醐小学校PTA会長
京都市立醍醐小学校校長
京都市立北醍醐小学校校長
京都市醍醐児童館館長・職員

備品貸出 ハートフルｉｎだいご 　醍醐社会福祉協議会 ゲームコーナー及び模擬店で活用
タフブネ×４

会場提供・備品貸出 地蔵盆 　醍醐地域町内会 地元町内会の年間恒例行事に協力
　児童館敷地（前庭）
　夜間照明用電源
　備品保管用倉庫提供

(5)地域への施設提供
　児童館敷地（前庭） 区民体育祭用品 運搬 　醍醐学区体育振興会 体育祭会場は醍醐中　開催日は日曜　
　夜間照明用電源 体育祭用品の事前準備と当日持出しの利便を提供

(6)地域調査活動

成果と課題

調査方法 成果と課題

成果と課題

学童クラブ入会式

児童館運営の諸課題討議

議題／取組内容
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組織名称 構成団体・個人 会議／取組頻度

調査名 調査目的 調査対象 調査主体

推
　
進
　
活
　
動

会場提供・備品貸出等 使　用　目　的 提供先（団体・機関等）



（ 令和７）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　 　　 　　（　京都市醍醐　）児　童　館

児童館だより 毎月１回 醍醐・北醍醐小学校 両校に家庭数持参 前月の児童の状況について 児童／保護者／学校職員／地域住民に

　全児童・教職員・保護者 各教室での配布を依頼 当月の館行事・学童クラブ行事の予定一覧 館活動を広報することで児童館がどんな所か

山科・醍醐ブロック ブロック館長会で配布 当月および翌月の館行事・学童クラブ行事 を知ってもらうきっかけになっている。

　全児童館 ホームページに掲載 ・ブロック行事・全市行事の案内と参加の しかし、まだ地域の中で浸透しきれていない

呼びかけ･･･参加申込みの必要な場合は のが現状である。

その申込書を一部に掲載

学童クラブだより 毎月１回 　学童クラブ登録児童・保護者 学童を通じて保護者配布 学童クラブからのお願いやお知らせを主に 学校教員に見てもらうことで様子を知って

　醍醐・北醍醐小学校 児童館だよりと同じ方法で広報 児童の様子も掲載する。 もらうきっかけとなり情報共有に役立っている

　教職員 webさくらにて配信 お便りに目を通していない保護者がおられる。

館内外の掲示板に掲示

学童通信 毎月１回 児童館利用者・学童クラブ児童 館内の掲示板に掲示 学童クラブでのその月の様子を写真入りで 児童が見たり迎えに来られた保護者が見て

学童クラブ保護者 webさくらにて配信 紹介。 様子が良くわかると喜んでおられる。

まめっこＬＩＮＥ 毎月１回 乳幼児保護者 手書きポスターを掲示 近隣の小児科・銀行・ﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱに掲示してもらう 手書きや壁面飾りが好評で利用者の目に留まりやすい。

ちらしとポスター 乳幼児来館保護者へ配布 行事内容や参加の呼びかけ 行事報告も兼ね、広く地域に発信している。

保健センターの掲示板に掲示 小児科の広告をみて問合せも増えつつある

ホームページに掲載

地域子育て支援ST事業 年２回 乳幼児保護者 児童館保育園こども園・地域の 地域子育て支援事業のイベント周知のため

ちらしとポスター 小児科、医院に掲示 広く参加を呼び掛ける。

ホームページに掲載

「ちょっと寄ってこか～」ﾎﾟｽﾀｰ 年２回 校内の目立つ場所に掲示してもらっている。部

活、塾などで参加者増にはつながりにくい。

「こんにちは！赤ちゃん」ﾎﾟｽﾀｰ 年２回 しかし生徒の中には常連さんが出来、楽しみに

してくれている。学童OBが多い

＜醍醐子ども支援センター発行＞

子育て支援だより

　　「だいごっこ」 隔月 来館者一般 児童館内掲示 子育て支援関連情報（各施設の行事等） 幼児クラブ・まめっこ広場参加者をはじめ、

子育てハンドブック ＊　特に、子育て中、 配布用：持ち帰り自由。 幼児のいる人々への啓蒙と合わせて

　　「てとてと」 １回／年 　　又は、予定の保護者 子育て支援全体情報（保存用） 地域全体への子育て支援情報の提供

＜その他＞

お知らせ(緊急時) 臨時 児童館利用者 ちらしやお知らせ紙媒体を館内外　インフルエンザの状況・新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ 情報収集に努め、関連組織（行政、小学校等）

学童クラブ利用者 に掲示又は配布。ＨＰに掲載 　対応策（行事中止、臨時休館等） や保護者とも連絡を密にして対応。

アプリでの配信や電話を使用

イベント終了後の報告書 イベント終了時 児童館利用者 玄関掲示・ホームページ 　各行事の報告を写真入りで作成 児童館の取組のＰＲ　見ていかれる方が多い

成果と課題

広
　
　
　
報
　
　
　
活
　
　
　
動

中高生
学区内の中学校にポスター掲示
すると共にホームページに掲載

中高生のイベントのお知らせ参加呼びかけ教
職員の方にも知ってもらう。

広報物の種類 発行頻度 広報対象 広報方法 広報内容





（　京都市醍醐　）児童館・学童保育所

　この機能は相互に関連性が強い。 　・毎日繰り返して学童クラブのきまりを指導するとともに、班活動による活動を行なうことによりみんなの
安全・衛生の確保 　　共通したきまりが習慣化できている。

　避難等安全の心構えと知識について
　・手洗いやうがい等の習慣づくりに努め、また、空気清浄器も活用し、保健衛生の理解を深めると共に病気の

　日々取り組む。防犯／安全については 　　予防にも役立てている。手洗いと消毒を習慣づけ感染防止につとめている。
健康の管理・情緒の安定 　　昼食やおやつの際は感染予防に配慮している。

　その心構えと知識を事前に説明し、 　・感染症予防の為、石鹸での手洗いのあと、手指用消毒液を活用するよう徹底させている。

　予告無しに避難訓練を実施。 　・不審者などの安全についても、不審者対応の避難訓練も実施し、日々知識と技能を身に付けることができている。
基本的生活習慣の確立

　手洗い・うがい等の励行を習慣づけ、 　・交通安全について、常に児童館前の道路での安全を意識しながら厚生員の手助けを得て下館をし、他の道路での
　　応用にも役立て安全歩行を実践できるようにしている。

　帰館後の自主学習やあいさつの習慣を日常化、
社会生活技術の獲得 　・お互いのあいさつや礼儀を指導することにより上級生と下級生間の信頼と思いやりの心を育て、

　各種行事を通して社会生活や技術を会得する。 　　いじめや暴力行為が無くなる社会を目標に楽しい仲間づくりと助け合いを体得させていきたい。

　・児童館での生活や遊び、及び行事を通し、多くの人とも接して沢山の楽しい経験を積み重ねていくことによって
生活体験の拡大 　　・遠足　　・近隣散歩 　　　充実した日々をおくり、子どもの健全な成長を支援することができている。

　　・工作 　・館外活動として体力を養い、生活体験を充実させるため、遠足や近隣散歩を実施。
　　野外活動センターへの徒歩での遠足、近隣の

　　・エコ活動　　・児童館菜園     醍醐寺を散策したり、神社へ出向いてあわせて社会性を高め、集団行動の能力を付けている。
 　

社会性の養成 　　・体力づくり　・体力測定 　・館内においては定期的に発育・体力測定などにより自己の発育状況を知り、健康のバロメータとして活用している。

　　・集団行動 　・工作や集団遊びを通して自分を大切にするのと同じように他人（友達）も大切にする人権の必要性を学び、
　　又、物を制作したり、創造する学習体験によって生きる力を育てていきたい。

　　・駄菓子屋さんごっこ
自立の促進と自主性の尊重

　　・遊びDay 　・遊びデーは毎月実施し、接触の少ない遊びを工夫して行なった。

　毎月、「学童クラブだより」を対象家庭へ、「児童館だより」を醍醐小学校、北醍醐小学校の全児童に
　毎月の「児童館だより」「学童クラブだより」

子育てに必要な情報の提供 　配布することにより、醍醐児童館の色々な子育て情報や行事などについて知っていただき、児童館を通
と交換 　の発行・配布が主な取り組み。

　して保護者同士の交流に役立たせることができている。
保護者懇談会・個人懇談会・子育て相談等

　ホームページを充実させることにより情報を広く発信し児童館の活性に役立たせている。

　うりんこクラブ（幼児クラブ）、まめっこ広場活動（乳幼児あそびの広場）とも絡めて、ネットワーク

子育て仲間づくり 　ネットワークづくり 　のさらなる充実を進めていきたい。
子育てを支えるネットワーク 　　・まめっこ広場
形成 　ステーション事業のチラシやポスターでは、人の目につきやすいよう壁面飾りを加え、工夫をしている。

　　・うりんこクラブ（幼児クラブ）

　　・地域子育て支援ｽﾃｰｼｮﾝ事業

子
ど
も
育
成
機
能

子
育
て
支
援
機
能

（　令和7）年度　　　学　童　ク　ラ　ブ　事　業　年　間　活　動　報　告　書
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（　京都市醍醐　）児童館・学童保育所

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 1～3年 4～6年 中高生 大学生 大人
（１）生活援助機能
　健康管理・情緒安定・基本的 「自分の安全確保は自身による」のが原則。
　生活習慣確立の取組み 日常的取組みとして，基本的な習慣を付けるべく繰り返し指導。
　　・うがい、手洗いの習慣化 4152 2136 2153 1469 133 363 229 212 86 21 8 10962 感染症予防の為，特にうがい，手洗いを徹底。
　　・あいさつの習慣化 日常的取組

　　・往復路での安全確保
　　・流行性疾病の予防指導
　　　など
     (年間延べ出席児童数）

　社会生活技術の獲得 5
　　・安全指導 非行防止教室（山科署・）醍醐消防分署・衛生指導・避難訓練ほか

児童館探検のあと、児童館からの集団下校時の気を付けてほしいところを説明

防犯 1 34 20 17 12 2 4 3 1 3 96 不審者訓練や、秘密の合言葉を伝え避難の仕方について指導
衛生 3 47 23 29 22 2 5 4 0 132 感染症の流行をみて、手洗いうがい等の必要性について指導
避難訓練 12 203 105 91 67 6 12 11 495
　お買い物ごっこ 1 15 7 12 8 1 2 45 地域の駄菓子屋さんと連携して買い揃え館内で実施
　　・大掃除 1 11 5 7 8 0 0 38 69 年末に実施
・交通安全（小学校・地域と連携） 1 38 11 小学校との連携で横断歩道の渡り方を実施

（２）子ども育成機能
生活体験の拡大、社会性の養成
自立促進／自主性尊重への取組み
　　・日常的学習／読書の時間確保
　　・遊びを通した異年令集団活動 日常的取組

　　・クリスマスお楽しみ会 1 16 8 10 8 0 2 4 3 51 上級生が中心となり、企画から実行まで行うクリスマスパーティー

・工作（毎月） 月１回 0 プラ板，万華鏡，スライム，カレンダー作り等
　　・遊びＤａｙ（毎月） 月１回 144 73 69 43 5 9 10 16 369 震源地ゲームやゲ－ム大会
　　・お芋掘り　 1 18 18 上級生が自分たちで育てたおいもを掘る　おいもパーティ－を実施
　　・おいもパーティー 1 20 10 7 5 0 1 2 4 49 上級生が中心となり、企画から実行まで行う秋のパーティー
　　・ミニミュンヘン 1 5 0 2 2 9 小学校運動会の為、児童は不参加
　　・やんちゃフェスタ 1 5 0 2 2 9 学童クラブが中心となり、映像撮影、動画制作を行った
　　・誕生日会 12回 188 101 102 63 7 20 481
　　・学童遠足 １回 19 7 8 7 0 2 43 日野野外活動センターへの徒歩での遠足

・壁面製作（地域行き） ４回 8 4 6 4 1 0 23

（３）子育て支援機能
子育てに必要な情報の提供と交換
のための取組み
　　・学童クラブだよりの発行 12
　　・学童通信の掲載 12
　　・保護者懇談会（説明会）の実施 1 3 2 1 1 0 0 2 13 夏休み前の懇談会
　　・個人懇談を随時実施 随時 14 1 3 2 1 2 個人懇談・子育て相談

　　・各種会議出席 6

＊注１　　行事名は，（１）生活援助機能　（２）子ども育成機能　（３）子育て支援機能に分類して記入すること
＊注２　　２クラス以上の館所で，クラスごとで異なる取組・行事を実施した場合は，行事名と併せて，クラス名を記入すること

（　令和7　）年度　　　学　童　ク　ラ　ブ　事　業　年　間　活　動　報　告　書

行事名 実施回数
学童クラブ児童 登録外児童 ボランティア

その他 合　　計 内　　　　　　　　　　　　　　　容


